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【令和５年７月度番組審議会 議事録】 

 

１．開催年月日  令和５年７月１２日（水）１５時００分～１６時００分 

 

２．開催 場所    八尾市立社会福祉会館 ２階 第２会議室 

 

３．委員の出席 

番組審議委員総数           ７名 

出席委員数              ６名 

欠席委員数              １名 

放送事業者         社  長  芦田  勝己 

              取 締 役  藤山 純一 

              局  長  鈴木 昌宏  

総  務  村田 季世子 

 八尾市広報・公民連携課   課長補佐   牧野 晃 

             

４．議 題    案件    「ＧＯ謎アワー」 

             

５．番組概要  放 送 日：２０２３年６月４日（日）１６：３０ ～ １７：００ 

     番組について  

       放送形態 

       事前収録（データ納品） 

 

       業務部（編成）より  

       ○番組概要 

       今年３月からスタートの新番組。八尾市内で防水建築工業を営む上村氏が自ら 

                    スポンサーとなり、出演し同じ音楽エンターテイメントなどの趣味を持つご友人 

                    を集めて番組を企画されました。 

                    ラジオ番組と自身で制作されたユーチューブ動画をサイトにアップしています。 

 

６．審議委員からの意見 

 

   委員：・あまり何も思うこと・感じることはなかった。 

            ・内容的にはスポンサーの CMになっていて、そこは力が入っていてよかった思う。 

      ・ループ音楽・ゲーム音楽は飽きがこなくてずっと聞いていられるんだと思った。 

      ・ゲーム好きの人にとっては良い内容になっていたと思う。 

   委員：・ラジオで聞き流すにはちょうどいい番組だと思う。 

      ・リズムがよく聞きやすい。 

      ・ゲーム音楽について、知らない人でもわかるように話を掘り下げてあり、わかりやすかっ 

        た。 

      ・曲も聞き心地がよかった。 

            ・この番組を聞いたのをきっかけに曲作りに興味を持たれた人もいらっしゃるのではないか

と思った。 
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      ・ご年配の方も含めどの世代の方でも楽しめる番組だと思う。 

   委員：・音質バランスは良かった。 

      ・映像がなく耳だけで聞くと、テンポが早くせわしなく聞き取りにくかった。 

      ・全体にゆったりとした感じにした方がリスナーに伝わるのではないか。 

            ・所々で身内のノリになっていたことが少し残念だった。 

      ・自己紹介でもう少しプロフィールを紹介した方がよい。 

      ・CM のセリフの部分の読み方を見直すのと、商品名、問い合わせ先等は滑舌の良い人 

        が担当した方が良いのではないかと感じた。 

           ・曲紹介の前振りがあるともっと曲がいきてくると思った。 

      ・ゲーム音楽好きの人にとってはとても興味ある内容となっていたのではないか。 

      ・誰が話しているのかわからなかったので、何か工夫がほしい。 

      ・リスナーへの問いかけがあればさらによかった。 

    委員：・ラジオ番組としては、最初の BGM が大きく聞きづらかった。 

      ・クリエイターを目指す人がこの番組を聞くとすごく勉強になると思う。 

      ・耳だけで聞くと誰が誰かわからない。 

      ・リスナーとのやりとり、コミュニケーションがあればもっと活性化するのではないか。 

    委員：・オープニング時、オープニングらしくないというか始まったというのが分かりづらかっ 

       た。 

      ・メンバー紹介の時、アイドルのノリというか・・（ユーチューブではないので）ラジオを聞 

        いているリスナーにとっては少し親切心が足りないのかなと思った。 

         ・スポンサーのターゲットと番組の内容を考えた場合のターゲットが一致しないような気が 

       した。 

      ・制作側がどこに向けて番組を作っているのかなというのが気になった。 

      ・後半のゲーム音楽の話では、テンポや音楽に入っていくタイミングも良く、軽快な話に引 

       き込まれ、興味深く楽しめた。 

      ・ユーチューブのノリが気になった。 

      ・ゲストとの立ち位置がわかりにくい。 

      ・エンディングの締め方にもう少し工夫がほしい。 

      ・ゲストに質問をして返ってくる答えにかぶせて相槌をうっている部分があったが答えを聞 

       いているリスナーのことを意識することが必要である。 

   委員：・番組は聞きやすく嫌味がない。押しつけがない。声のトーンも聞きやすかった。 

      ・曲作りの裏側がみえて興味深かった。 

      ・リスナーを引き込んでいくには、どういう問いかけをするのかを考え、リスナーを常に意 

       識の中で思っていないとダメである。それがリスナーとのコミュニケーションにつながっ 

       ていくのではないかと思った。 

      ・出演者が身内なので話が省略されていてリスナーに伝わりにくい部分あった。 

      ・モーニングルーティンという切り口は自分の生活しか知らない私にとっては面白いと思 

        った。 

牧野課長補佐：・嫌な感じがしなかった。 

       ・テーマが身近なモーニングルーティンということ、子どもの頃に聞いたゲーム音楽が懐 
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       かしいなと感じるなど、共感できる部分があった。 

      ・この共感できるという部分が聞いている人にとって大切だと感じた。 

      ・市民総参加の放送局を目指すちゃおにとって、市民が持ち込んだ番組を放送し、その 

        番組を市民の人が聞くということが市民総参加につながるのではないかと思った。 

        今後もこのように局と市民とつながるような番組作りをお願いしたい。 

 

本日お聞かせいただいたご意見を受け止め、今後もより良い番組作りに努めて参ります。 

 

 ７．公表方法 

     今回開催された番組審議会内容は、公式ＨＰ掲載をはじめ、自社放送内広報および 

     本社事務所へ閲覧用ファイルを設置いたします。 


